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【調査概要】 

（１）調査目的 

市内小中学校の児童・生徒を対象とした調査を実施し、成果と課題の見える化を行うことで、教育魅力化推進事業の効果を検証する。 

 

（２）調査の実施について 

 ・対象学年：小学４年生～中学３年生 

 ・実施期間：１２月２日（月）～２０日（金） 

 ・調査方法：マークシート 

    

（３）調査人数 

 学年 対象人数 回答率 合計 回答率 合計 回答率 

小学校 

第４学年 257 人 97.3 % 

833 人 96.8 % 

1707 人 95.4 % 

第５学年 295 人 96.3 % 

第６学年 281 人 96.8 % 

中学校 

第１学年 301 人 96.0 % 

874 人 95.4 % 第２学年 266 人 94.0 % 

第３学年 307 人 96.1 % 

 

（４）調査項目 

１．毎朝、自分で起きている。 

２．家で自分にまかされている仕事がある 

３．学校では先生や友達にあいさつをしている。 

４．自分で時間を決めてテレビを見たりゲームをしたりしている。 

５．今、住んでいる町（地域）が好きである。 

６．地域の行事やボランティア活動に参加している。 

７．地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う。 

８．地域の人と出会ったとき、あいさつをするようにしている。 

９．学校に行くのは楽しい。 

10．自分には良いところがあると思う。 

11．将来こんな大人になりたいというイメージをもっている。 

12．将来の夢や目標をもっている。 

13．困ったことがあった時に相談できる人がいる。 

14．家での勉強に学習用タブレットをよく使う。 

15．授業で、自分と違う意見について考えるのは楽しい。 

16．授業で学んだことは、生活の中で活かすことができると思う。 

17．この 1年間、自然の中で遊んだり活動をしたりすることがあった。 

18．学校や教室は、使いやすく過ごしやすい。 

19．学校・家庭・地域には、自分の好きなことや興味があることを学べる

場があると思う。 

20．学校・家庭・地域には、自分の意見を聞いてもらえる場や機会があ

ると思う。 

 

※ページ数の都合で掲載順を入れ替えている箇所があります。 

 






























